
京
都
行
政
評
価
事
務
所
総
務
課

京
都
府
京
都
市
中
京
区
御
池
通
西
洞
院
西
入
石
橋
町
四
三
八
番
一

京

都
地
方
合
同
庁
舎

兵
庫
行
政
評
価
事
務
所
総
務
課

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
海
岸
通
二
九
番
地

神
戸
地
方
合
同
庁
舎

奈
良
行
政
評
価
事
務
所
総
務
室

奈
良
県
奈
良
市
登
大
路
町
八
一
番
地

奈
良
合
同
庁
舎

和
歌
山
行
政
評
価
事
務
所
総
務
室

和
歌
山
県
和
歌
山
市
九
番
丁
一
一
番
地

中
国
四
国
管
区
行
政
評
価
局
総
務
課

広
島
県
広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
六
番
三
〇
号

広
島
合
同
庁
舎
第
四
号

館

鳥
取
行
政
評
価
事
務
所
総
務
室

鳥
取
県
鳥
取
市
富
安
二
丁
目
八
九
番
四
号

鳥
取
第
一
地
方
合
同
庁
舎

島
根
行
政
評
価
事
務
所
総
務
室

島
根
県
松
江
市
向
島
町
一
三
四
番
一
〇

松
江
地
方
合
同
庁
舎

岡
山
行
政
評
価
事
務
所
総
務
課

岡
山
県
岡
山
市
北
区
桑
田
町
一
番
三
六
号

岡
山
地
方
合
同
庁
舎

山
口
行
政
評
価
事
務
所
総
務
課

山
口
県
山
口
市
中
河
原
町
六
番
一
六
号

山
口
地
方
合
同
庁
舎
一
号
館

四
国
行
政
評
価
支
局
総
務
課

香
川
県
高
松
市
松
島
町
一
丁
目
一
七
番
三
三
号

高
松
第
二
地
方
合
同

庁
舎

徳
島
行
政
評
価
事
務
所
総
務
室

徳
島
県
徳
島
市
徳
島
町
城
内
六
番
地
六

徳
島
地
方
合
同
庁
舎

愛
媛
行
政
評
価
事
務
所
総
務
課

愛
媛
県
松
山
市
若
草
町
四
番
地
三

松
山
若
草
合
同
庁
舎

高
知
行
政
評
価
事
務
所
総
務
室

高
知
県
高
知
市
本
町
四
丁
目
三
番
四
一
号

高
知
地
方
合
同
庁
舎

九
州
管
区
行
政
評
価
局
総
務
課

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
二
丁
目
一
一
番
一
号

福
岡
合
同
庁

舎

佐
賀
行
政
評
価
事
務
所
総
務
室

佐
賀
県
佐
賀
市
城
内
二
丁
目
一
〇
番
二
〇
号

佐
賀
合
同
庁
舎

長
崎
行
政
評
価
事
務
所
総
務
課

長
崎
県
長
崎
市
岩
川
町
一
六
番
一
六
号

長
崎
合
同
庁
舎

熊
本
行
政
評
価
事
務
所
総
務
課

熊
本
県
熊
本
市
二
の
丸
一
番
四
号

熊
本
合
同
庁
舎
二
号
館

大
分
行
政
評
価
事
務
所
総
務
室

大
分
県
大
分
市
新
川
町
二
丁
目
一
番
三
六
号

大
分
合
同
庁
舎

宮
崎
行
政
評
価
事
務
所
総
務
室

宮
崎
県
宮
崎
市
橘
通
東
三
丁
目
一
番
二
二
号

宮
崎
合
同
庁
舎

鹿
児
島
行
政
評
価
事
務
所
総
務
課

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
山
下
町
一
三
番
二
一
号

鹿
児
島
合
同
庁
舎

沖
縄
行
政
評
価
事
務
所
総
務
課

沖
縄
県
那
覇
市
お
も
ろ
ま
ち
二
丁
目
一
番
一
号

那
覇
第
二
地
方
合
同

庁
舎
一
号
館

北
海
道
総
合
通
信
局
総
務
部
総
務
課

企
画
広
報
室

北
海
道
札
幌
市
北
区
北
八
条
西
二
丁
目

札
幌
第
一
合
同
庁
舎

東
北
総
合
通
信
局
総
務
部
総
務
課
企

画
広
報
室

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
二
番
二
三
号

仙
台
第
二
合
同
庁

舎

関
東
総
合
通
信
局
総
務
部
総
務
課
企

画
広
報
室

東
京
都
千
代
田
区
九
段
南
一
丁
目
二
番
一
号

九
段
第
三
合
同
庁
舎

信
越
総
合
通
信
局
総
務
部
総
務
課

長
野
県
長
野
市
旭
町
一
一
〇
八
番
地

長
野
第
一
合
同
庁
舎

北
陸
総
合
通
信
局
総
務
部
総
務
課

石
川
県
金
沢
市
広
坂
二
丁
目
二
番
六
〇
号

金
沢
広
坂
合
同
庁
舎

東
海
総
合
通
信
局
総
務
部
総
務
課
企

画
広
報
室

愛
知
県
名
古
屋
市
東
区
白
壁
一
丁
目
一
五
番
一

名
古
屋
合
同
庁
舎
第

三
号
館

近
畿
総
合
通
信
局
総
務
部
総
務
課
企

画
広
報
室

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
大
手
前
一
丁
目
五
番
四
四
号

大
阪
合
同
庁
舎

第
一
号
館

中
国
総
合
通
信
局
総
務
部
総
務
課
企

画
広
報
室

広
島
県
広
島
市
中
区
東
白
島
町
一
九
番
三
六
号

四
国
総
合
通
信
局
総
務
部
総
務
課

愛
媛
県
松
山
市
宮
田
町
八
番
地
五

九
州
総
合
通
信
局
総
務
部
総
務
課
企

画
広
報
室

熊
本
県
熊
本
市
春
日
二
丁
目
一
〇
番
一
号

熊
本
地
方
合
同
庁
舎

沖
縄
総
合
通
信
事
務
所
総
務
課

沖
縄
県
那
覇
市
東
町
二
六
番
二
九
号
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以
上
の
背
景
を
踏
ま
え
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い

環
境
に
お
い
て
も
、
建
設
事
業
主
が
若
年
労
働
者

を
始
め
と
し
た
事
業
に
必
要
な
技
能
労
働
者
を
確

保
及
び
育
成
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
建
設
事
業
主
が
建
設
業
内
外
の
新
た
な
分
野

に
進
出
す
る
こ
と
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
建

設
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
を
図
る
こ
と
が
重
要
と

な
っ
て
い
る
。
他
方
で
、
余
剰
と
な
っ
て
い
る
労

働
者
に
つ
い
て
は
、
円
滑
な
労
働
移
動
を
図
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

特
に
、
若
年
労
働
者
の
確
保
の
観
点
か
ら
は
、

若
年
者
を
始
め
と
す
る
国
民
一
般
に
建
設
業
の
役

割
や
建
設
業
で
働
く
こ
と
の
魅
力
を
伝
え
、
建
設

労
働
に
対
す
る
正
し
い
理
解
を
促
進
す
る
こ
と
に

よ
り
、
建
設
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
若
年
者
の

建
設
業
へ
の
関
心
の
喚
起
を
図
る
と
と
も
に
、
建

設
業
で
働
く
若
年
労
働
者
が
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た
生
活
設
計
が
で
き
る
よ
う
体
系
的
な
処
遇

改
善
を
始
め
と
し
た
雇
用
管
理
改
善
や
職
業
能
力

開
発
の
推
進
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
八
十
一
号

建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

五
十
一
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
建
設
雇
用
改
善
計
画
を
次
の
よ
う
に
策
定
し
た
の

で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣

細
川

律
夫

建
設
雇
用
改
善
計
画
（
第
八
次
）

Ò
計
画
の
基
本
的
考
え
方

１
計
画
の
背
景
と
課
題

\
我
が
国
経
済
は
、
平
成
2
0年
秋
の
世
界
的
な
経

済
危
機
を
背
景
に
大
幅
に
悪
化
し
た
後
、
平
成
2
1

年
春
頃
を
底
に
持
ち
直
し
を
続
け
て
い
る
。

ま
た
、
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
は
、
持
ち
直
し
の

動
き
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
が
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
に
あ
る
。

他
方
、
人
口
が
減
少
し
、
諸
外
国
が
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
よ
う
な
急
激
な
少
子
高
齢
化
が
進
ん

で
お
り
、
我
が
国
の
経
済
社
会
は
大
き
な
転
換
期

を
迎
え
て
い
る
。
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
、

労
働
力
の
大
幅
な
減
少
や
人
材
の
質
の
低
下
等

様
々
な
影
響
を
与
え
、
経
済
社
会
の
停
滞
等
を
招

く
お
そ
れ
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
経
済
状
況
の
下
、
建
設
経
済
の
現

状
を
見
る
と
、
建
設
投
資
、
特
に
公
共
投
資
が
著

し
く
減
少
し
て
お
り
、
今
後
も
、
人
口
減
少
、
少

子
高
齢
化
、
厳
し
い
財
政
状
況
等
の
制
約
が
あ
る

中
で
新
規
の
公
共
事
業
を
抑
制
せ
ざ
る
を
得
な
い

と
い
う
厳
し
い
環
境
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
建
設
業
は
、
そ
の
過
剰
供
給

構
造
を
背
景
と
し
て
価
格
競
争
が
激
化
し
、
か
つ

て
な
い
ほ
ど
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
そ
の
雇
用
の

現
状
を
見
る
と
、
厳
し
い
経
済
状
況
を
背
景
と
し

た
総
量
と
し
て
の
雇
用
需
要
の
減
少
と
と
も
に
雇

用
過
剰
感
が
見
ら
れ
る
状
況
に
あ
る
。

他
方
、
建
設
業
の
労
働
力
の
年
齢
構
成
を
見
る

と
、
他
産
業
に
比
べ
て
高
年
齢
層
の
割
合
が
高
い

一
方
、
若
年
層
の
割
合
が
低
く
、
ま
た
、
他
産
業

に
比
べ
て
若
年
者
の
入
職
が
少
な
い
状
況
に
あ

る
。
今
後
、
熟
練
技
能
を
有
す
る
高
年
齢
層
の
労

働
者
が
大
量
に
離
職
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
ま
ま

若
年
者
等
の
入
職
が
進
ま
な
け
れ
ば
、
将
来
的
に

技
能
労
働
者
が
不
足
す
る
懸
念
が
あ
り
、
若
年
労

働
者
の
確
保
及
び
育
成
が
極
め
て
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
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